
表紙紹介（御倉邸／旧日本銀行福島支店長役宅）
　日本銀行福島支店の役宅として昭和２年に建築されました。
　名称を「御倉邸」とし、平成13年４月御倉町地区公園とし
て開園しました。
　周辺は、福島藩などの米蔵や船着場があった場所で、歴史を
感じることのできる地域でもあります。そんな時代の趣を感じ
ながら、切り取ってみました。

特集　ありがとう！のマジック
共にささえあう豊かな地域を目指して
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　私たち一人ひとりには性別・年齢・

地域・文化・学歴・ライフスタイルなどのさまざ

まな背景からなる個性があり、考え方や価値観は多様です。

　そのような中で、毎日いろいろな方と出会います。一人ひとりの

多様性※があることを理解し、誰もが互いに人権を尊重することは、生活を

していく上でとても大切なことです。

　「相手を思いやる」「思いやりの心」というのは、相手の多様性を受け入れようとす

る心のあらわれかもしれません。それはあたたかい気持ちを伴い、

次から次へと「輪」のようにつながっていくのではないでしょうか。

　そんな「ありがとう」を虹色の花束のようにまとめてみました。

※多様性（ダイバーシティ
diversity ）

年齢・性別・経験・知識・立場・国籍などさまざまな背景からなる

個人の考え方や価値観の違いを理解し、尊重すること。
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　福島市内の全小学校には、児童が安全で安心に通学できるよう「見守りボランティア」が組織
されています。今回は、中心市街地で「第四地区見守り隊」として活動されている宮下町会長　
猪野　衛雄（いの もりお）さんにお話をうかがいました。
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共にささえあう豊かな地域を目指して

▲ 子どもたちとかわすあいさつが
活動のみなもとです。

▲暮らしやすい地域を目指し、日々
活動中。
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